
平成２８年６月２４日 

国 土 交 通 省 

鹿 児 島 国 道 事 務 所 

南九州道の開通により各分野で整備効果を確認!! 

～出水
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阿久根
あ く ね

道路・川内
せんだい

隈之城
くまのじょう

道路開通１年経過～ 
平成２７年３月に開通した南九州西回り自動車道 出水阿久根道路、川内隈之城道路

の開通１年後の整備効果についてとりまとめましたのでお知らせします。 

平成２７年３月２９日開通：出水阿久根道路（阿久根北 IC～阿久根 IC 間） 

平成２７年３月 ７日開通：川内隈之城道路（薩摩川内高江 IC～薩摩川内都 IC 間） 

なお、今後も引き続き交通状況の把握に努めて参ります。

【問い合わせ先】 

国土交通省 九州地方整備局 鹿児島国道事務所 

TEL ：０９９－２１６－３１１１（代表） 

技術副所長   石橋
いしばし

 賢一
けんいち

計画課長   永田
な が た

 哲也
て つ や

記者発表資料

開通１年経過に伴う各分野での整備効果
【観 光】①南九州西回り自動車道周辺の観光施設の来訪者数が、開

通前に比べ軒並み増加（平均１割増加） 

【渋 滞】薩摩川内市の伝統行事「川内大綱引」の会場周辺の走行速

度が向上し、スムーズに通行でき、また会場周辺の交通混

雑も緩和されました。 

【産 業】①開通区間を利用している企業の多くが、効率よく輸送で

きるようになったと実感

【事 故】並行する国道３号から南九州西回り自動車道への交通転換

が図られ追突事故４割減少、重大事故５割減少

②鹿児島市と北薩地域がより身近になり、観光地での滞在

時間や交流圏域が拡大し、今後も来訪者の増加に期待。 

③北薩地域と鹿児島市間の移動時間が短縮され、北薩地域

の住民の余暇活動が充実し、来訪頻度が増加。

②開通後新たに立地協定を締結した企業が、開通前の３倍

に増加。今後未開通区間の開通により雇用の拡大に期待。
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川内大綱引き ハンヤ総踊り 花火大会 合計

（千人）

開通前

開通後3割増 3割増
2倍

4割増

南九州西回り自動車道周辺の観光施設の来訪者数が、開通前に比べ軒並み増加
（平均１割増加）しています。
北薩地域のイベントへの来訪者も増加し、時間短縮効果で次回以降への来訪意欲
にもつながっています。

【観光・交流①】 北薩地域の観光の活性化

北薩地域の観光施設の来客数が軒並み増加！

・花火大会は初めて来ましたが、以前阿
久根に来た時に比べると（開通前に比
べると）、確実に時間短縮ができてお
り、かなり早く感じました。

・今年は高速道路開通もあり、
車での来訪客増加を見込み交
通誘導員を多く配置しました。
実際、臨時駐車場も満車に
なったので、祭りも例年以上
に盛況であったと思います。

（阿久根市商⼯観光課 阿久根みどこい祭り
実⾏委員会事務局）

【阿久根みどこい祭り ハンヤ総踊り（夏）、花火大会（秋）】
夏と秋に分けて開催される阿久根市最大級のイベント。夏には道
路を歩行者天国にして約2千人が踊るハンヤ総踊り、秋には約2万
人が訪れる花火大会が開催される。
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臨時駐車場も満車に！北薩地域のイベントも盛況！

▼イベントの来客数の変化 前年度から

約４割増加

資料：川内大綱引保存会、阿久根みどこい祭り実行委員会提供資料

Ｎ

道の駅 阿久根

※

※開通前の花火大会は台風のため、月遅れ開催

道の駅
黒之瀬戸だんだん市場

北薩地域の文化型観光施設のうち

鹿児島市からの来訪者数

第１位！

過去5年で最も高い

売上額を期待されている！

資料：住民ｱﾝｹｰﾄ調査結果、
道の駅提供資料、
プローブデータ（H26.4～H26.7、H27.4～H27.7）

（花⽕⼤会観客；⽇置市住⺠）

出水市ﾂﾙ観察ｾﾝﾀｰ

開通区間利用で

約９分短縮

：主な観光施設

：阿久根みどこい祭り

(花火大会、ﾊﾝﾔ総踊り)

：川内大綱引

1.14倍

1.03倍

1.25倍

1.08倍

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00

道の駅 阿久根

道の駅

黒之瀬戸だんだん市場

ツル観察センター

平均

▼観光施設の来客数の伸び(対前年比)

※ツル観察センターは11月～3月、その他は年間集計
資料：出水市、阿久根市、各道の駅提供資料

平均

約１割増加

（花⽕⼤会観客；⿅屋市住⺠）

・花火大会は初めてですが、
思っていたより早く着いたの
で、また次回も来ようと思い
ます。
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鹿児島市から北薩地域へ来訪する人の多くは、主に観光やレジャーを目的にして
います。（自然景観、名所・旧跡、海水浴・キャンプなど）
今回の開通により、観光地での滞在時間の拡大や交流圏域の拡大を実感し、開通
区間利用者の約6割が来訪頻度が増えた又は今後増えると感じています。

【観光・交流②】 鹿児島市から北薩地域への来訪意欲増大

鹿児島市から北薩地域への来訪意欲増加に寄与

■鹿児島市から北薩地域への来訪目的

●今回開通に対する満足度 ●鹿児島市から北薩地域への
来訪頻度の変化

N=132

阿久根北IC～阿久根IC利用

薩摩川内高江IC～薩摩川内都IC利用

N=281

阿久根北IC～阿久根IC利用

薩摩川内高江IC～薩摩川内都IC利用

満足している やや満足している

どちらでもない 不満である

N=130

N=279

・「遠い」と感じていた薩摩川
内市に、あっと言う間に着く
ことが出来たので、滞在時間
をタップリとる事が出来た。
（開通前に比べて）

（上記はすべて⿅児島市住⺠）

・鹿児島市から川内以北、阿久
根や出水に観光に行きやすく
なった。以前（開通前）は日
帰りで行こうとは思わなかっ
たので、大きな変化だと思う。

Ｎ

６～７割の方が来訪頻度増加
（今後の予定含む）

６～７割の方が満足 滞在時間の拡大・交流圏域の拡大
を実感！

※鹿児島市の道路利用者を対象にweb及び配布にて、
アンケート調査を実施いたしました（H27.12～H28.1実施）

鹿児島市→北薩地域
主に観光・レジャーの目的が多い

2

●開通効果の実感内容

■今回開通区間利用者のアンケート結果

※自然型観光・レジャーの例
⇒自然景観、名所・旧跡、海水浴・キャンプなど

※文化型観光・レジャーの例
⇒ショッピング、食事、文化施設など

開通前に比べて来訪頻度が増えた
開通前に比べて来訪頻度はまだ増えていないが、
今後増えると思う
開通前と変わらない

＜鹿児島市からの来訪者が多い観光地トップ３＞

N=529

文化型観光・レジャー 自然型観光・レジャー

道の駅 阿久根

１位（同率）

58％

75％

63％

65％

主要な観光施設
黒之瀬戸（黒之瀬戸大橋）

１位（同率） ３位

出水市ﾂﾙ観察ｾﾝﾀｰ

※

※

81

80

148

146

0 100 200 300

日帰りや1泊2日で行けるエリアが拡

がるなど観光の範囲が広がった

観光地や買い物先でゆっくりできる

ようになった

そう思う ややそう思う （件）

229

226

薩摩川内高江IC～薩摩川内都IC利用者の意見(N=399)

N=832

◆鹿児島市からの
来訪者数が多い観光施設※

91
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道の駅阿久根

黒之瀬戸（黒之瀬戸大橋）

出水市ツル観光センター

道の駅黒之瀬戸だんだん市場

藤川天神（臥竜梅）

道の駅長島

出水麓武家屋敷群

道の駅樋脇

阿久根大島

阿久根温泉

（件）

※30件以上を表示
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（薩摩川内市 住⺠）

・鹿児島市・南薩方面に出かける

機会が多いため便利になった。

北薩地域から鹿児島市へ来訪する人の多くは、主に文化型観光を目的にしていま
す。（映画館、水族館、ショッピングなど）
今回の開通により、北薩地域から多様な文化型施設が立地する鹿児島市への移動
時間が短縮し、北薩地域の住民は余暇活動の充実、来訪頻度の増加を実感してい
ます。

【観光・交流③】 北薩地域から鹿児島市への来訪頻度増加

北薩地域から鹿児島市がより近くに！余暇活動の充実実感！

■北薩地域から鹿児島市への来訪目的

3

●余暇活動の充実度の変化

N=170

※北薩地域の道路利用者を対象にweb及び配布にて
アンケート調査を実施いたしました（H27.12～H28.1実施）

北薩地域→鹿児島市
主に文化型観光・レジャー

の目的が多い

北薩地域

Ｎ

・これまで映画は鹿児島と熊本

に半々の割合で行っていたが、

今回の開通で鹿児島市が

近くなったので、専ら

鹿児島市の映画館に

行くようになった。

開通前に比べて充実した

開通前に比べてやや充実した

変わらない

●開通効果の実感内容●鹿児島市への来訪頻度の変化

約７割が余暇活動が

充実したと実感

文化型観光・レジャーが充実する

鹿児島市の近さを実感！

■薩摩川内高江IC～薩摩川内都IC間利用者のアンケート結果

約７割が来訪頻度増加
（今後の予定含む）

N=162

開通前に比べて来訪頻度が増えた

開通前に比べて来訪頻度はまだ増えていないが、
今後増えると思う

開通前と変わらない

＜北薩地域からの来訪者が多い文化型観光施設トップ３＞

N=233

※

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ施設(例：ｲｵﾝﾓｰﾙﾞ)

１位

北薩地域にはない文化施設が多い
映画館、ボーリング場、博物館、
美術館、水族館、文化ホール

74％ 67％

映画館(例：ｱﾐｭﾌﾟﾗｻﾞ)

２位

いおﾜｰﾙﾄﾞ かごしま水族館

３位

※

N=461

◆北薩地域からの
来訪者数が多い観光施設※

※30件以上を表示
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かごしま水族館

イベントホール
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平川動物公園

（件）

※自然型観光・レジャーの例
⇒自然景観、名所・旧跡、海水浴・キャンプなど

※文化型観光・レジャーの例
⇒ショッピング、食事、文化施設など



今回の開通により、川内大綱引開催に伴う国道3号通行規制時も、開通区間が迂
回路の役割を果たすことで、通過交通がスムーズに通行できるようになりました。
（通行規制区間の回避）
また通過交通が排除されたことで、会場周辺の交通混雑も緩和されることとなり
ました。

開通区間が通過交通の迂回路に！川内大綱引での混雑緩和

【渋滞】 高速道路開通でイベント会場周辺の速度向上

【川内大綱引】（毎年9月22日開催）
日本一の大きさ・重さを誇るジャンボ
綱を男たちが一斉に引き合う川内大
綱引。400年以上続く薩摩川内市の
伝統行事で、参加者は3,000人、観
客は6万人に及ぶ。

写真：薩摩川内市提供

資料：プローブデータ(H26.9.22、H27.9.22 17時台)

●川内大綱引当日の会場周辺の渋滞状況の変化（17時台）

Ｎ

●川内大綱引会場位置図

約４割
減少

9.0 10km/h未満 10.0 10～20km/h 25.0 20～30km/h 35.0 30km/h以上 0.0 データなし

通過交通が開通区間へ転換→会場周辺の混雑緩和！

約８割
減少

Ｎ

【開通後】

10km/h未満の区間総延長（開通前）
10km/h以上、20km/h未満の区間総延長（開通前）

4

（運送会社ドライバーの声）

【通過交通：迂回路利用でスムーズに!】

・どの道を使っても輸送時間に遅れが出るので困って

いた。今年は高速道路を迂回路に利用できたので、

祭りの混雑に巻き込まれずにスムーズに通行できた。

【川内大綱引観客：ストレスなく会場到着!】

・去年までは通行止めの時間帯の国道3号は全然進まなく

なっていましたが、今年はストレスなく楽に会場に来

れた。 （川内⼤綱引観客の声）

【路線バス：ダイヤの乱れがなくなりました!】

・国道3号も迂回路も混んでいるため、去年はダイヤか

ら最大40分程度の遅れがあった。今年はほぼ遅れる

ことなく運行できた。 （路線バスドライバーの声）

Ｎ

【開通前】
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H23 H24 H25 H26 H27
薩摩川内市（企業数） 出水市・阿久根市（企業数）

薩摩川内市（雇用者数）

（社） （人）

例年 3.8社
（北薩3市合計）

開通後（平成２７年４月～１２月）、新たに立地協定を締結した企業は12社で、
開通前の立地状況（約４件／年）に比べ３倍の増加となっており、産業振興が期
待されます。
また、企業立地に伴い、薩摩川内市では約１３０人の雇用が創出され、新たな雇
用から定住促進につながることも期待されます。今後、未開通区間が整備される
ことで、出水市や阿久根市の雇用拡大も期待されます。

【産業①】 沿線地域に企業立地続々

企業立地相次ぎ、地域経済活性化に期待大！

・高速道路ICの近くで交通の便が
良いことも移転理由の一つ。

・開通で時間短縮が図られて社員
の通勤に余裕が出来た。

（薩摩川内市 電⼦部品製造業 D社）

Ｎ

資料：鹿児島県HP（薩摩川内市、阿久根市、出水市対象）

例年の3倍の協定締結数！

5

薩摩川内高江～薩摩川内水引
H24年度開通

薩摩川内都～薩摩川内高江
阿久根～阿久根北

H26年度開通

・薩摩川内市に立地を決めた理由として、
南九州西回り自動車道の存在はある。今
は福岡・熊本方面はつながっていないが、
薩摩川内から鹿児島市まではつながって
いるということで、利便性に期待して、
ここに立地を決めた。

（薩摩川内市 機械部品製造業 C社）

・福岡や熊本方面にも顧客は多い
ので、全線開通を切に願って
いる。

▼沿線自治体の立地企業数と雇用者数の推移

合計12社

※出水市・阿久根市の雇用者数は一部非公表のため、非掲載
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0 10 20 30 40 50

輸送回数が増えた

輸送エリア・営業エリアが広がった

効率よく輸送できるようになった

予定通りの時間に

到着できるようになった

ドライバーの拘束時間が減った

区間A：薩摩川内水引IC～薩摩川内都IC 区間B：阿久根北IC～阿久根IC

（件）
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1

14
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1

38

48

0 10 20 30 40 50

荷傷みが減少した

荷傷みへの不安が減った

梱包を簡略化した

事故の危険を感じること

（ヒヤリハット）が減った

運転時のストレスが減った

区間A：薩摩川内水引IC～薩摩川内都IC 区間B：阿久根北IC～阿久根IC

（件）

今回の開通により、開通区間を利用している企業の多くが、移動時間の短縮によ
り、効率よく輸送できるようになったと感じています。
その他、走行性向上による運転時のストレス減少、ヒヤリハットの減少等の効果
を実感する企業も多く、高い満足度を示しています。

【産業②】 地域企業の産業活動を支援

時間短縮・走行性向上を多くの企業が実感！

●所要時間の短縮効果について

●走行性の向上効果について

（⿅児島市 運送業 B社）

・運行管理がしやすくなったのが一番大きい。余

程の時以外は通行でき、時間のずれもほとんど

ないので、より正確な運行指示書をドライバー

に渡すことができる。

【時間短縮に関する具体的な効果】※複数回答可

・これまでは1日1～2往復だったのが、開

通後は確実に2往復できるようになった。

場合によっては3往復行けるときもあり、

効率よく運送できるようになった。

開通区間を利用する企業の

約7割以上が走行性向上効果を実感！

【走行性向上に関する具体的な効果】※複数回答可

●利用者(企業)満足度
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※九州内の企業を無作為抽出し、アンケート調査を実施いたしました（H28.1実施）

N=35

阿久根北IC～阿久根IC利用 薩摩川内水引IC～薩摩川内都IC利用

N=50

運転時のストレスが減った、
ヒヤリハットが減ったという声が多数！

（いちき串⽊野市 運送業 A社）

阿久根北IC～阿久根IC利用 薩摩川内水引IC～薩摩川内都IC利用

N=35 N=50

開通区間を利用する企業の

約7割以上が時間短縮効果を実感！
効率よく輸送できるようになった

という声が多数！

・長距離だと20～30分の時間短縮効果は少

ないと思われがちだが、拘束時間が決

まっている中で、短縮分、先まで行く

ことができる効果は大きい。

阿久根北IC～阿久根IC利用 薩摩川内水引IC～薩摩川内都IC利用

N=35 N=50

開通区間を利用する企業の

約7割以上が満足しています！

76％ 83％

77％ 96％

71％
92％
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今回の開通により、並行する国道３号から南九州西回り自動車道への交通の転換
が図られ、追突事故は約4割減少、重大事故は5割減少しました。
沿線地域の住民からも、国道３号における安全性が向上したという声があり、地
域の安全性向上に寄与しています。

【事故】 地域の安全性向上

交通転換により川内隈之城道路の並行区間の重大事故が減少！

Ｎ

■開通前後の交通量の変化
（薩摩川内高江IC～薩摩川内都IC断面）

並行現道(国道3号)における

重大事故が５割減少！

●重大事故※件数の変化
（国道３号：川内隈之城道路並行区間）

資料：鹿児島県警察提供資料（H26.4～H26.11、H27.4～H27.11）
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●追突事故件数の変化
（国道３号：川内隈之城道路並行区間）

資料：鹿児島県警察提供資料（H26.4～H26.11、H27.4～H27.11）

資料：交通量調査結果（H27.2.25、H28.3.2）

並行現道(国道3号)における

追突事故が約４割減少！

並行現道(国道3号)における

交通量が減少！

H27.3.7
開通区間

薩摩川内水引ＩＣ

川
内
隈
之
城
道
路

●急ブレーキ・急ハンドル発生率の違い

資料：ETC2.0プローブデータ(H27.4.1～H27.11.30)
（区間：薩摩川内水引IC交差点→薩摩川内都IC交差点）

※急ﾌﾞﾚｰｷ：前後加速度-0.25G以上
急ﾊﾝﾄﾞﾙ：左右加速度|0.25|G以上又はヨー角速度|8.5|deg/s以上

＜国道3号（並行現道区間）＞
・信号交差点
・沿道出入
・従道路からの合流
などにより危険な挙動が発生！

＜南九州西回り自動車道＞
IC付近で危険な挙動が発生！

急ﾌﾞﾚｰｷ：50回/千台km
急ﾊﾝﾄﾞﾙ：21回/千台km

※重大事故：死者又は重傷者を生じた事故。

急ﾌﾞﾚｰｷ： 96回/千台km
急ﾊﾝﾄﾞﾙ：110回/千台km

現道に比べて

急ﾌﾞﾚｰｷ：約５割少ない！

急ﾊﾝﾄﾞﾙ：約８割少ない！
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Ｎ ：事業中

：H27年3月開通

：開通済

【凡 例】

開通区間の交通量は、阿久根北IC～阿久根IC間は、約3,1０0台/日

薩摩川内高江IC～薩摩川内都IC間は、約５,300台/日

薩摩川内市街地の国道３号では大型車交通量が約４０％減少

（参考） 開通後の交通状況

【交通量調査結果】開通前：平成27年2月25日(水)
開通後：平成28年3月 2日(水)
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開通区間周辺 位置図

[H19.3開通]断面④
薩摩川内都IC～串木野IC

［全車］

[H27.3開通]断面①
阿久根北IC～阿久根IC

［全車］
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[H27.3開通]断面③
薩摩川内高江IC～薩摩川内都IC

［全車］
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19,857

[H25.3開通]断面②
薩摩川内水引IC～薩摩川内高江IC

［全車］
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1,687
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市街地では
大型車交通量

約40%減少


